










二調森経過

には不明な点が多いことなどが理由である。当研究は2002年3月の高熊古墳測量調査によって

開始されたが、今回報告する高熊2号墳測量調査はそれに次いで実施された調査に当たる。

高熊2号墳測量調査は、熊本大学文学部考古学研究室が主体となり、当地が古墳であるのか

どうか、古墳であるとすればその墳形は何かなどの解明を目的として実施された。調査担当者

は熊本大学文学部助教授杉井健と同文学研究科大学院生檀佳克、調査期間は2002年9月1日か

ら11日までの11日間である。測量調査に引き続いて、国立歴史民俗博物館に所蔵されている伝

マロ塚古墳出土遺物の実態把握に向けた調査にも着手したが、 これを含めた今回の調査には、

熊本大学教育改善推進費と同地域貢献特別支援事業費を使用した。また、科学研究費補助金

(基盤研究C2,研究代表者杉井健）の一部も使用している。

なお、高熊2号墳にかんする今回の測量調査を、高熊2号墳第1次調査と呼称する。

調査の経過測量調査は、植木町古閑公民館を宿舎とし、古墳周辺の下草伐採から開始した。

それに並行して凹等三角点下原（標高53.02m)を基準とした水準測量を行い、古墳近くに設

置した基準点の高さを求めた。測量基準点は、墳丘状の高まりを中心として直交方向に設置し

たほか、それら基準点のいくつかを含む閉合トラバース網を周囲に設け、古墳周辺地形の測量

に備えた。そして補助的な基準点を適宜設置しながら、平板測量によって、縮尺100分の1，

25cm間隔の等高線を描いた。また、墳丘状の高まりの北側には倒木が存在したが、その根とと

もに掘り起こされた土塊を精査することによってその地点の土層堆積状況を確認した（図版2

－1）。その際、表土と地山の境界付近から土器片1点（第9図）を検出した。古墳時代の遺

物としては、 2001年3月19日の現地視察の際、墳丘状の高まりから北西側に下った標高47m付

近の平坦地で採集した須恵器坏身片（第7 ． 8図）がある。なお、今後の調査に備えて、頂部

平坦面の2箇所に恒久的な測量基準杭(C1 ・C2)を設置した。

伝マロ塚古墳出土遺物の調査は、 2002年11月29･30日に国立歴史民俗博物館にて行った。植

木町教育委員会生涯学習課中原幹彦、熊本古墳研究会会長高木恭二（宇土市教育委員会)、鹿

児島大学総合研究博物館橋本達也の3氏にもご同行いただき、種々のアドバイスを得ながら調

査を実施したが、 これまでにほとんど公表されたことのない資料であるため、おもにその現状

の把握に努めた。また、同博物館の杉山晋作、白石太一郎の両氏と、今後の整理作業の進め方

および報告書の作成方法について協議した。

謝辞植木町文化財保護委員の高木博敏氏は、プロジェクト研究の計画時点からさまざまな

アドバイスを与えられたほか、今回の測量調査では地権者との連絡調整の任に当たられた。地

元古閑地区区長の平田房穂氏および地区住民の方々は公民館の使用を許可され、合宿生活の実

施にかんして便宜を図られた。古墳および周辺地の地権者の上田國泰、春田幸信、春田生士、

平田房穂、村上成也、吉田利之の各氏は、地内への立ち入りを許可された。伝マロ塚古墳出土

遺物の調査において、国立歴史民俗博物館の杉山晋作および白石太一郎の両氏はさまざまな便

宜を図られたほか、今後の継続的な調査の実施に対して種々の助言をされ、 またその許可を与

えられた。植木町教育委員会および同生涯学習課中原幹彦氏は、調査進行の円滑化にかんして

多大な便宜を図られた。以上のほかにもさまざまな方面からの協力と援助によって調査を実施

できたことに、深く感謝の意を表したい。 （杉井）
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註(1) ul辺哲夫「尚熊古噴調査報告（その1)」 「玉名磁校考古学部部報」第7号熊本県立玉名高等学校考古学部、 1964年。
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尚熊2号墳測故澗査報告

調査成果
一
一
一

1 ．墳丘の現状（第6図）

菊池川の支流合志川が西から北へその流れを変える箇所の左岸には、南西側から北東側へ張立地

り出した舌状の丘陵が存在する。高熊2号墳は、その丘陵先端部の北西斜面に位置している

(第3図)。墳丘状の高まりの最高点の標高は57.151mであり、丘陵頂部にある高熊古墳周辺の

標高が69～70mであるから、その比高差は十数mをはかる。眼下に広がる水田面との比高差

はおよそ18mである。現在、高熊2号墳とその周辺はうっそうとした竹薮で覆われている。

高熊2号墳とされる墳丘状の高まりは、その頂部に直径10m程度の平坦面を有している。斜墳丘状の高

面の傾斜は、頂部平坦面の北西側から南東側では標高56.75m付近から、 また南西側では標高まり
56.25m付近から始まっている。そして、標高55m付近にはふたたび平坦面が形成されるが、

注目されるのは、この平坦面がさらに南西側へとのびている点である。また、大きく削平され

ているため判断は難しいが、南東側にもこの平坦面が継続していた可能性がある。こうした点

を重視すれば、標高55m付近が平坦に削られることによって、墳丘状の高まりが形成されたと

みなすことも可能である。したがって、 この高まりが古墳であるとするならば、その墳丘裾は

標高55m付近にあったと推測することができるだろう。その場合、直径20m程度の円墳が想定

できる。

ただし、標高55m付近の平坦面の形成が、それ以上の高さを墳丘として削り出すことを目的地形の改変

になされたものかどうかを確定することは難しい。というのは、斜面の北西側から北東側にお

いて、同様の平坦面が標高53m付近および51.25m付近に形成されているからである。北側の

一部であるが、標高49.25m付近にも平坦面が存在している。この状況を重視すれば、北側の

丘陵斜面を階段状に成形するという地形改変が、ある段階で行われている可能性が高いと判断

でき、上述した標高55m付近の平坦面もそれと一連のものであるとする余地が十分にある。熊

本県地域では、戦前に農地獲得のため丘陵部や山間部に至るまで畑地の開発がなされたという

ことであるから( ' ' 、当地の階段状の地形も同様の農地開発によるものとも考えられる。

また、墳丘状の高まりの東側および南側は大きく削平され、高さ3m以上の崖面となってい

る。その崖の下部には、かなり広い平坦面が造り出されているため、旧地形はまったく残存し

ていない。この平坦面は、上述の階段状の平坦面とは形状が異なるため、別の目的による地形

改変によって形成された可能性が高い。竹薮開墾にともなう土入れ作業などが原因の1つとし

て考えられよう。現在の竹薮に至るまでの土地利用の変遷について、今後調査する必要がある。

なお、標高47m以下の部分（第6図の上部）は、現在の水田面に続く急な崖面となっている。

墳丘状の高まりの北側、標高56～57mの地点に倒木が存在し、その根には掘り起こされた土土層観察

塊が残存していた。古墳であるとすれば、 この部分は墳丘に相当することから、土塊を精査す

ることによって土層の堆積状況を調査した（図版2－1)。その結果、竹の枝根が密に走る表表土と地山

土の直下に、径6～7cmの少し角の取れた礫を多量に含む砂質土が存在することを確認した。

掘り起こされた土塊部分にかんする限り、 この砂質土をさらに分層することはできず、 また多

量の礫が包含される状況などを根拠とすれば、これは地山である可能性が高い。したがって、

古墳と判断するために必要な盛土の存在はまったく確認できなかった。この高まりが古墳であ
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四まとめ

四まとめ

今回の測量調査では、高熊2号墳とされている墳丘状の高まりが古墳であるとする確証を得

ることはできなかった。頂部平坦面の倒木によって掘り起こされた箇所の土層観察でも、盛土

の存在を認めることはできず、多くの礫を含む地山とその上に堆績する表土を確認するにとど

まった。しかし、 この土層観察時に、地山と表土の境界付近から土器片が出土したことは重要

である。また、墳丘状の高まりを北西側に-ドった場所で古墳時代後期の須恵器片が採集されて

いる点にも注目できる。これらの遺物の存在は、当地点において、古墳時代に何らかの人間活

動が行われた可能性を強く示唆する。ただし、それらが古墳にともなうものであるのかどうか

を判断することは、現状では困難である。

国立歴史民俗博物館には、伝マロ塚古墳出土遺物として、眉庇付冑、衝角付冑、横矧板鋲留

短甲、頸甲、肩甲のほか、鉄刀や鉄剣、鉄鉾、鉄雛などが所蔵されている。これら遺物のうち

甲冑については幾度か写真などで紹介されているが( ' )、すべての遺物が正式に報告されたこと

はない。これまでの一般的な認識では、高熊2号墳がそれらの出土地であるとされてきた(2)

ことから、測量調査とともに、伝マロ塚古墳出土遺物の調査も開始した。遺物は感動を覚える

ほど残存状態がよく、古墳時代の武器・武具の構造研究にとって欠くことのできないものであ

ると認識した。今回は現状を把握したのみであるから遺物の詳細について述べることはできな

いが、今後の整理作業によってそれを明らかにしていきたいと考えている。

問題は、高熊2号墳から出土したとすることの当否である。伝マロ塚古墳出土遺物のきわめ

て良好な残存状態から判断すれば、それらが土中に埋没していたと考えることは困難である。

石室や石棺など、直接土に触れることのない空間に納められていたとみなす方が妥当であろう。

今回の測量調査では、 これら遺物の発掘痕跡と思われるような地面の窪みは確認されておらず、

また石材の露出も認められていない。そのため、当地がこれら遺物を出土した古墳であるのか

どうかについても明確なことはいえず、その検討は今後の課題として残されている。

熊本県地域の前方後円墳は、熊本市域をはさんでその南北両側に偏って分布する(3)O北側分

布圏の中心の1つが菊池川中流域であるが、植木町周辺地域はそのなかでももっとも南に位置

しているため、熊本県地域の南北をつなぐ重要な地点であるといえる。今後、高熊2号墳やそ

れに隣接する高熊古墳（前方後円墳）をはじめとして、植木町周辺地域に所在する古墳の継続

的な調査を実施していきたいと考えているが、それとともに伝マロ塚古墳出土遺物の正式報告

書作成に向けた作業に着手することも予定している。それらを通じて、当該地域の古墳動向の

みならず、熊本県地域が古墳時代において果たした歴史的役割の解明を目指したい。 （杉井）
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註(1)熊本蝶立美術館「鋪十回熊本の美術展肥後の古代の災1 1985年、 p. 100｡
野k丈助縞「諭集武典」学生社、 1991年、図版10．27膨

京祁l型l立博物館「特別展覧会倭国一邪馬台側と大和11椛一」 1993年、 p.109｡
（2）隈昭志「原始・古代」 「植木町史」械水町、 1981年。

（3）間木恭二・蔵窩士寛「肥後における古墳文化の特質一筑後八女古墳群との比較一」 『八女古墳群の脚検討一周辺地域で、なにがお

こったか一」第1回九州前方後Iﾘ戦研究会大会発表要旨・見学会驚料九州前ﾉj後l'l戦研究会、 1998年。

杉井健「蕊制と生活様式の共通圏の形成」 『古城時代間腿系譜変動パターンの比核研究」 、'4成8年庇～平成10年度科学研究澱補助金
（基盤B･一般2)成果報告書大阪大学文学部、 1999年。
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